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研究成果の概要（和文）：ラット大脳皮質島領野(味覚野)における抑制性ニューロンの分布様式を明

らかにすると共に，興奮性ニューロンと抑制性ニューロンによって構成される局所神経回路のメカニズ

ムおよびアドレナリンβ受容体，ムスカリン受容体，GABAB 受容体の各種アゴニストによる修飾作用を

複数の細胞から同時にホールセル記録を行うことによって明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The present study demonstrated the spatial distribution patterns of GABAergic neurons in rat insular 

cortex. In addition, the neural mechanisms of local circuits of the insular cortex, which consists of 

excitatory and inhibitory neurons, were explored, and the effects of agonists of adrenergic β-, muscarinic, 

and GABAB receptors were examined by multiple whole-cell patch-clamp recording. 
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１．研究開始当初の背景 

新奇の味に対する恐怖や味覚嫌悪学習とい
った行動に深く関わる味覚は，視覚や聴覚など
他の感覚にはない極めて特異的な性質を備え
ていると考えられる。味覚情報は，大脳皮質の
一次味覚野と考えられている島皮質に集約され
ており，この島皮質を破壊することによって味覚
特有の行動が失われることが知られている。した
がって，味覚が有する特異性のメカニズムを解
明するためには，島皮質における情報処理機構
を明らかにすることが極めて重要である。しかし，

島皮質の神経回路ならびにその機能的特性は
未だほとんど解明されていない。 
２．研究の目的 
ホールセル･パッチクランプ法ならびに免疫組
織化学的手法を用いることによって，島皮質が
どのような神経回路によって構築されているのか
明らかにするとともに，その機能的な特徴を解明
することによって，味覚情報処理機構の特殊性
を浮き彫りにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
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(1)GABA 作動性ニューロンのマーカーである
parvalbumin および somatostatin に対する免疫
染色を行い，島皮質内におけるこれらニューロ
ンの空間的分布を明らかにした。 
 
(2)複数の興奮性もしくは抑制性ニューロンから
ホールセル記録を行うことにより，単一 EPSC と
IPSC を記録し，その特性を明らかにした。 
 
４．研究成果 
(1)Somatostatin 陽性細胞は，島皮質内で比較
的均一に分布しているのに対して，parvalbumin
陽性細胞は，顆粒・不全顆粒島皮質と比べて無
顆粒皮質における密度が低く，特にⅤ層に密度
が高い領域が存在することが明らかとなった。 
 
(2)単一EPSCおよび IPSCの特性(振幅，減衰時
間など)が，GABA 作動性ニューロンの種類によ
って異なることが明らかとなった。 
 
(3) βアドレナリン受容体は，抑制性シナプス前
細胞のサブタイプと年齢依存的に，シナプス前
終末からの GABA 放出を調節することが明らか
となった。 
 
(4)アセチルコリン受容体は，抑制性シナプス前
終末からの GABA 放出を調節し，その効果はシ
ナプス後細胞の種類によって異なっていること
が明らかとなった。これは，抑制性シナプス前細
胞は，シナプスを形成しているシナプス後細胞
のサブタイプを認識している可能性があることを
示唆するものである。 
 
(5)GABABの自己受容体による GABA の放出制
御について，シナプス前ニューロンの活動電位
発生後 150-200 ms で放出の抑制が最大になる
ことが明らかとなった。 
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